
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

⼀段と寒さが厳しくなってきました。この時期にはノロウイルスやロタウイルス等の感染性胃腸炎が流⾏します。保育所では

⼿洗いをこまめにすることで感染症対策を⾏っています。⾃宅でもできる下痢や嘔吐があるときのホームケアを紹介します。 

令和 5 年 2 月発行 

宜野湾保育所 

看護師作成 

バックナンバーはこちら 

水分補給をしっかりと 
水分が多めの離乳食を 
離乳食も水分補給を兼ねたメニューにします。少

量の塩分を加えて水分を多くしたおかゆや、 

整腸作用のあるりんごのすりおろしを加熱したも

のなど、工夫してみましょう。 

 

経口補水液で電解質を補給 
下痢が続くと、体内から水分だけでなく電解質も

奪われます。 

水分と電解質が同時にとれる経口補水液などでし

っかり水分補給をしましょう。 

 

お尻と肛門のケアを 
おむつ替えはこまめに 
下痢便は、健康な便と違って肌への刺激が強いので、お尻

がかぶれやすくなります。 

下痢が続いている間は、できるだけこまめにおむつを替え

ましょう。 

 

座浴でおむつかぶれ予防を 
下痢のときは、お尻の皮膚がふやけて傷つきやすくなって

います。 

お尻ふきなども刺激になることがあるので、拭くよりもシ

ャワーなどでサッと洗い流して。 

 

かふれがひどいときは薬を 
下痢のときはおむつかぶれなどの皮膚トラブルを起こすこ

ともあります。軟膏や保湿クリームなどが必要になること

もあるため、自己診断は禁物。 

 

 


